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原
宿
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院
長
就
任

　

昨
年
の
4
月
、
都
心
・
原
宿

駅
徒
歩
5
分
の
地
に
、
巨
樹
の

会
グ
ル
ー
プ
で
ア
ジ
ア
最
大
級

の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
院
―
原

宿
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

―
が
誕
生
し
ま
し
た
。
３
０
３

床
を
擁
し
、
最
新
の
リ
ハ
ビ
リ

機
材
を
備
え
、
最
新
式
ロ
ボ
ッ

ト
ス
ー
ツ
Ｈ
Ａ
Ｌ
も
4
台
導
入

し
て
い
ま
す
。
最
上
階
の
11
階

か
ら
は
明
治
神
宮
の
杜
、
新
宿

の
高
層
ビ
ル
、代
々
木
体
育
館
、

遠
く
に
は
富
士
山
が
見
え
る
す

ば
ら
し
い
立
地
で
す
。
私
は
開

設
準
備
室
に
１
年
い
て
、
開
院

と
同
時
に
院
長
に
就
任
し
ま
し

た
。「
な
ぜ
原
宿
の
一
等
地
に

リ
ハ
ビ
リ
病
院
を
？
」
と
の
質

問
を
よ
く
う
け
ま
す
。
確
か
に

診
療
報
酬
は
ど
こ
で
や
っ
て
も

同
額
の
診
療
報
酬
し
か
貰
え
ま

せ
ん
。
確
か
に
田
舎
の
地
価
・

人
件
費
の
安
い
と
こ
ろ
で
病
院

を
開
設
し
た
ほ
う
が
経
営
的
に

安
定
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

原
宿
で
の
リ
ハ
ビ
リ
病
院
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
種
の
挑
戦

で
あ
り
、
実
験
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
と
言
っ
て

決
し
て
富
裕
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
病
院
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
３
０
３
床
の
う
ち
１
５
３

床
は
多
床
部
屋
で
、
ほ
と
ん
ど

が
差
額
ベ
ッ
ド
代
は
無
で
す
。

ベ
ッ
ド
が
空
い
て
い
れ
ば
低
所

得
の
方
も
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
も
決
し
て
差
別
し
ま
せ

ん
。ま
た
２
５
０
人
い
る
理
学
・

作
業
・
言
語
嚥
下
の
療
法
士
は

土
日
・
祭
日
と
も
休
ま
ず
一
日

3
時
間
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
病
院
理
念
の

も
と
、
職
員
全
員
の
努
力
も
あ

り
開
院
後
2
ヶ
月
で
３
０
３
床

が
満
床
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
の
推
移
は
平
均
98
％
の
稼
働

率
で
す
。
入
院
患
者
様
の
疾
病

比
率
は
、
脳
血
管
60
％
、
運
動

器
25
％
、
残
り
が
心
臓
血
管
や

廃
用
症
候
群
で
す
。

　

患
者
さ
ん
が
向
上
心
を
保

ち
、
リ
ハ
ビ
リ
の
指
導
・
訓
練

に
当
た
る
ス
タ
ッ
フ
が
共
感

力
・
忍
耐
力
を
持
て
る
環
境
作

り
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。
退

院
後
に
老
人
ホ
ー
ム
の
お
世
話

に
な
る
よ
う
で
は
何
の
意
味
も

あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
が
退

院
し
た
後
、
ご
自
宅
で
以
前
の

生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
第
一
に

考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
当
院

の
自
宅
退
院
率
は
86
％
で
、
全

国
の
平
均
70
％
に
比
べ
る
と
非

常
に
高
い
数
字
で
す
。
す
で
に

多
く
の
三
四
会
員
の
方
に
も
ご

利
用
頂
い
て
い
ま
す
。

　

東
京
の
10
万
人
当
た
り
の
リ

ハ
ビ
リ
・
ベ
ッ
ド
数
は
わ
ず
か

33
床
で
、
47
都
道
府
県
の
下
か

ら
4
番
目
で
す
が
、
人
口
は

ト
ッ
プ
で
す
。
山
手
線
が
囲
む

地
域
の
人
口
は
、
２
０
０
５
年

時
点
で
お
よ
そ
１
０
０
万
人

で
、
そ
の
う
ち
高
齢
者
が
占
め

る
割
合
は
19
％
で
し
た
。
今
後

そ
の
比
率
は
増
加
の
一
途
に
あ

り
ま
す
。
今
ま
で
と
違
い
当
院

が
原
宿
に
あ
る
こ
と
で
、
ご
家

族
が
会
社
の
帰
り
に
見
舞
に
訪

れ
、
傍
で
励
ま
し
を
受
け
な
が

ら
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
ま
す
。
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
面
か
ら
も
重

要
で
す
。
医
師
は
常
勤
医
13

人(

神
経
内
科
、
循
環
器
、
一

般
、
整
形
外
科
、
心
臓
血
管
外

科
、一
般
外
科
、リ
ハ
ビ
リ
科)

、

そ
れ
に
加
え
非
常
勤
医
は
整
形

外
科
（
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
）

循
環
器
科（
慶
應
）皮
膚
科（
慶

應
）か
ら
き
て
頂
い
て
い
ま
す
。

三
四
会
員
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で

14
人
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
原
宿

に
は
4
人
い
ま
す
。
当
院
で
刀

林
会
員
は
四
津
（
心
臓
血
管

外
科
）、
露
木 

晃
先
生
（
一
般

外
科
・
52
回
）
加
瀬
田 

静
先

生
（
呼
吸
器
外
科
・
53
回
）
で

す
。
当
院
の
特
徴
は
常
勤
の
先

生
方
が
急
性
期
の
第
一
線
を
経

験
し
て
き
た
先
生
で
、
そ
の
経

験
を
生
か
し
、
急
性
期
病
院
か

ら
、
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
病
院
よ
り

も
早
期
に
患
者
様
を
お
受
け
で

き
る
点
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
手
術
待
ち
患
者
様
の
多
い

慶
應
病
院
を
は
じ
め
近
隣
の
大

学
病
院
、
済
生
会
中
央
病
院
、

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
、
日
赤
医

療
セ
ン
タ
ー
、
都
立
広
尾
病
院

な
ど
の
多
く
の
連
携
病
院
か
ら

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
東

京
都
や
渋
谷
区
に
お
け
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の

中
で
、
こ
の
原
宿
リ
ハ
ビ
リ
病

院
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い

き
、
た
と
え
ば
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

や
通
所
リ
ハ
ビ
リ
分
野
で
、
患

者
様
に
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
の

健
康
な
高
齢
化
社
会
に
貢
献
で

き
る
か
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
だ
開
院
し
て
や
っ
と
1
年
を

過
ぎ
た
病
院
で
す
が
、
三
四
会

員
、
刀
林
会
員
の
皆
様
の
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
し

だ
い
で
す
。【
原
宿
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
】
検
索

四
津
　
良
平
（
52
回
）

　

２
年
前
に
附
属
病
院
長
と
し

て
ご
挨
拶
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
本
年
4
月
1
日
付
で
国
立

大
学
法
人
浜
松
医
科
大
学
長
を

拝
命
し
ま
し
た
。
浜
松
医
大
は

い
わ
ゆ
る
新
設
医
大
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
開
学
42

年
目
を
迎
え
、
静
岡
県
内
の
勤

浜
松
医
科
大
学
学
長
就
任

今
野
　
弘
之
（
57
回
）

務
医
の
3
分
の
1
は
本
学
出
身

者
で
あ
り
、
国
際
的
に
活
躍
し

て
い
る
卒
業
生
も
少
な
く
な

く
、
し
っ
か
り
と
し
た
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
築
い
て
い
ま
す
。
私
は

7
代
目
の
学
長
と
な
り
ま
す

が
、
法
人
化
後
と
し
て
は
中
村

達
（
49
回
）
前
学
長
に
続
い
て

3
人
目
で
す
。
法
人
化
後
12
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
国
立
大

学
は
6
年
間
の
中
期
目
標
期
間

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
私
は
第

3
期
中
期
目
標
期
間
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

浜
松
医
大
は
当
時
盛
ん
に
行

わ
れ
た
近
隣
の
国
立
大
学
と
の

合
併
は
行
わ
ず
、
医
科
単
科
大

学
と
し
て
存
続
す
る
道
を
選
択

し
ま
し
た
。
建
学
の
精
神
に
基

づ
い
て
、
良
き
医
療
人
を
育
成

し
、
光
医
学
を
中
心
と
し
た
研

究
を
展
開
す
る
と
共
に
、
地
域

医
療
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

浜
松
は
起
業
精
神
に
溢
れ
、
産

業
の
盛
ん
な
地
で
あ
り
、
積
極

的
に
医
工
連
携
・
産
学
連
携
も

進
め
て
き
ま
し
た
。
学
長
と
し

て
、
本
学
の
こ
れ
ま
で
の
実
績

を
基
に
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
中

期
目
標
に
合
致
し
た
持
続
的
競

争
力
の
あ
る
医
科
大
学
を
職
員

と
共
に
創
り
上
げ
た
い
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

教
育
のInstitutional Re-

search

を
進
め
、
入
試
か
ら

卒
後
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ま
で
一
貫

し
た
評
価
を
客
観
化
、
透
明
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
知
力
と
独

創
性
に
富
ん
だ
学
生
を
選
抜

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
自
律
的
学
習
能
力
な
ど
を

涵
養
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構

築
が
急
務
で
す
。
ま
た
、
光
医

学
に
続
く
新
た
な
研
究
シ
ー
ズ

の
発
掘
と
支
援
、
さ
ら
に
創
薬

と
医
療
機
器
の
開
発
な
ど
、
研

究
面
で
の
施
策
も
必
要
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
医
学
研
究
者
の
減

少
対
策
、
運
営
費
交
付
金
の
継

続
的
な
削
減
に
対
応
し
た
財
政

的
基
盤
の
見
直
し
な
ど
取
り
組

む
べ
き
課
題
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
他
に
も
種
々
の
難
問
が

多
々
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す

が
、
幸
い
診
療
面
で
は
、
高
度

な
医
療
を
安
全
に
提
供
で
き
る

環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り
、
入
局

者
の
増
加
と
共
に
運
営
・
経
営

状
況
も
極
め
て
健
全
で
す
。

 

母
校
、
慶
應
義
塾
大
学
の
持

つ
歴
史
と
伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ

た
数
々
の
美
徳
と
実
績
を
道
標

と
し
な
が
ら
、
国
立
大
学
と
し

て
許
容
さ
れ
る
「
自
由
度
・
裁

量
」
を
最
大
化
し
、
施
策
の
客

観
的
評
価
を
繰
り
返
す
こ
と

で
、
国
際
化
を
前
提
と
し
た
教

育
・
研
究
・
診
療
の
進
展
・
深

化
を
図
り
た
い
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。
刀
林
会
の
先
生
が
た

の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
様
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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北
里
研
究
所
病
院

病
院
紹
介

病
院
紹
介

大
作
　
昌
義
（
64
回
）

　

福
沢
諭
吉
先
生
の
御
支
援
に

よ
り
１
２
０
年
前
に
北
里
柴
三

郎
博
士
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ

た
、
日
本
初
の
結
核
専
門
病
院

「
土
筆
ヶ
岡
養
生
園
」
に
起
源

を
お
く
北
里
研
究
所
病
院
は
、

白
金
北
里
通
り
に
面
し
て
、
本

部
跡
地
に
12
階
建
て
の
新
研
究

棟
が
建
設
中
で
、
２
０
１
８
年

竣
工
予
定
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
10
月
に
当
法
人

に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
慶

事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

１
９
９
９
年
の
当
研
究
所
新
病

院
開
設
時
に
北
里
研
究
所
所
長

で
あ
り
、
北
里
大
学
特
別
栄
誉

教
授
で
あ
る
、大
村
智
博
士
が
、

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を

受
賞
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
大
村

先
生
は
、「
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
」

を
発
見
し
、
年
間
３
億
人
が
そ

の
投
与
を
受
け
る
こ
と
で
目
の

失
明
か
ら
救
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
研
究
所
病
院
は
、
基
本
理
念

と
し
て
、
そ
の
先
生
の
精
神
で

あ
る
「
心
あ
る
医
療
」
を
実
践

し
て
お
り
ま
す
。

　

当
研
究
所
病
院
の
新
し
い

動
き
と
し
て
、
ま
ず
初
め
に
、

２
０
１
５
年
７
月
新
規
の
執
行

部
が
発
足
し
、副
院
長
と
し
て
、

渡
邊
昌
彦
先
生
（
58
回
）
と
菊

池
史
郎
先
生
（
北
里
大
学
）
が

赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
慶
應
義
塾

大
学
、
北
里
大
学
の
友
好
・
発

展
が
更
に
加
速
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
２
年
前
に
慶
応
義
塾

大
学
病
院
よ
り
、
大
腸
班
の
石

井
良
幸
先
生
（
70
回
）
が
赴
任

さ
れ
、
本
年
４
月
よ
り
更
に
、

大
腸
班
の
矢
作
雅
史
先
生
（
88

回
）
が
加
入
さ
れ
、
侵
襲
の
最

も
少
な
い
腹
腔
鏡
を
駆
使
し
た

内
視
鏡
手
術
が
強
力
に
推
進
さ

れ
ま
す
。

　

更
に
、
ブ
レ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
昨
年
４

月
よ
り
、
前
帝
京
大
学
医
学
部

外
科
主
任
教
授
の
池
田
正
先
生

（
53
回
）
を
加
え
、
４
月
よ
り
、

村
田
健
先
生
（
86
回
）
が
赴
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

外
科
の
構
成
は
以
下
の
通

り
（
上
記
以
外
）
で
す
。
常
勤

と
し
て
、
浅
沼
史
樹
（
56
回
）、

大
作
昌
義
（
64
回
）、
鈴
木
慶

一
（
74
回
相
当
）、
金
田
宗
久

（
77
回
相
当
）、
研
修
医
、
鈴
木

幹
人
（
93
回
相
当
）、
肺
外
科
、

神
谷
紀
輝
（
北
里
大
学
）
ま
た

非
常
勤
と
し
て
、
慶
應
大
学
病

院
か
ら
は
岡
本
一
真
先
生
（
78

回
）
中
村
理
恵
子
先
生
（
79

回
）
に
来
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
、「
強
い
専
門

性
を
も
っ
た
都
市
型
急
性
期
病

院
」
の
目
標
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
今
後
と
も
末
永
く
慶
應
義

塾
大
学
病
院
の
お
力
添
え
を
頂

き
な
が
ら
開
拓
の
精
神
で
先
進

の
治
療
を
目
指
し
て
ゆ
く
所
存

で
す
。

　

私
は
２
０
０
４
年
4
月
か

ら
、
埼
玉
医
科
大
学
に
赴
任
し

て
、
小
児
心
臓
外
科
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
当
時
は
国
際
医
療

セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
始
ま
っ
た

と
こ
ろ
で
、
毛
呂
の
大
学
病
院

で
約
2
年
間
過
ご
し
ま
し
た
。

幸
い
こ
の
2
年
間
で
小
児
心
臓

の
手
術
を
増
や
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
２
０
０
７
年
に
は
完

成
し
た
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
に

移
り
、
小
児
心
臓
の
専
門
病
棟

埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
退
任

加
藤
木
　
利
行
（
52
回
）

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し

与
え
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
が
狭

く
、
早
期
に
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
拡
大
す

る
工
事
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
現
在
は
8
床
の
小
児
心
臓

専
門
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
と
24
床
の
一
般

病
床
（
う
ち
８
床
は
Ｈ
Ｃ
Ｕ
）

で
、
小
児
心
臓
内
科
・
外
科
を

診
療
し
て
い
ま
す
。

　

塾
か
ら
は
、
国
際
医
療
セ
ン

タ
ー
立
ち
上
げ
の
際
に
63
回
生

の
鈴
木
孝
明
先
生
が
教
授
と
し

て
赴
任
し
、
二
人
で
診
療
や
学

会
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
後
に
私
が
副
院
長
か

ら
院
長
代
理
と
な
り
、
臨
床
に

つ
い
て
は
鈴
木
教
授
に
お
任
せ

し
て
、
私
は
手
術
の
お
手
伝
い

だ
け
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
か
ら
私
は
隣
接
す
る

埼
玉
医
科
大
学
保
健
医
療
学
部

の
学
部
長
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し

て
、
そ
ち
ら
の
仕
事
を
中
心
に

し
て
お
り
ま
す
。

　

国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
を
定
年

退
職
い
た
し
ま
す
が
、
隣
の
保

健
医
療
学
部
に
出
勤
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
当
分
は
兼
担
と
し

て
小
児
心
臓
の
手
術
の
お
手
伝

い
を
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。

　

埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ

ン
タ
ー
は
、
が
ん
・
心
臓
・
脳

血
管
障
害
に
対
す
る
外
科
系
が

中
心
の
特
異
な
病
院
で
、
外
科

医
と
し
て
は
働
き
や
す
い
環
境

で
す
。
唯
一
で
最
大
の
問
題
は

こ
の
病
院
が
辺
鄙
な
と
こ
ろ
に

あ
り
ア
ク
セ
ス
が
悪
い
こ
と

で
、患
者
さ
ん
を
集
め
る
に
も
、

従
業
員
や
医
師
を
確
保
す
る
に

も
障
碍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ハ
ン
デ
を
乗
り
越
え
る
だ
け

の
実
力
を
つ
け
て
、
日
本
で
も

有
数
の
小
児
心
臓
病
セ
ン
タ
ー

と
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま

す
。

　

１
９
７
６
年
に
医
学
部
を
卒

業
し
外
科
学
教
室
に
入
局
、
1

年
間
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
生

活
、
平
塚
市
民
病
院
・
飯
田
市

立
病
院
で
の
一
般
外
科
の
研
修

の
後
、
１
９
７
９
年
か
ら
小
児

杏
林
大
学
医
学
部
小
児
外
科
教
授
退
任

韮
澤
　
融
司
（
55
回
）

外
科
の
研
修
を
開
始
し
ま
し

た
。
都
立
清
瀬
小
児
病
院
へ
の

出
向
、
ア
メ
リ
カ
留
学
、
博
士

号
の
取
得
の
後
、
１
９
８
６
年

の
2
月
か
ら
杏
林
大
学
小
児
外

科
に
奉
職
し
、
65
歳
に
な
っ
た

こ
の
3
月
に
無
事
定
年
退
職
致

し
ま
し
た
。
助
手
で
採
用
さ

れ
ま
し
た
が
上
司
の
伊
藤
泰

雄
先
生
（
47
回
）
の
昇
進
に

引
っ
張
ら
れ
て
講
師
・
助
教
授

と
立
場
を
与
え
て
い
た
だ
き
、

２
０
０
９
年
、
伊
藤
先
生
の
後

を
引
き
継
ぎ
杏
林
大
学
医
学
部

小
児
外
科
学
教
室
の
主
任
教
授

を
拝
命
し
ま
し
た
。
主
任
教
授

と
し
て
の
任
期
は
7
年
間
と
い

う
短
い
期
間
で
し
た
が
思
う
存

分
に
働
く
こ
と
が
で
き
感
謝
の

気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
小
児
外

科
学
会
で
は
理
事
・
監
事
と
し

て
学
会
の
運
営
に
参
画
す
る
こ

と
が
で
き
、
研
究
会
・
学
会
は

第
１
０
０
回
東
京
小
児
外
科
研

究
会
、
第
29
回
日
本
小
児
外
科

学
会
秋
季
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
第

25
回
日
本
小
児
外
科
Ｑ
Ｏ
Ｌ
研

究
会
、
第
28
回
日
本
小
児
脾
臓

研
究
会
を
主
宰
さ
せ
て
い
た
だ

き
充
実
し
た
30
年
で
あ
っ
た
と

振
り
返
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

杏
林
大
学
小
児
外
科
は
平
成
6

年
（
１
９
９
４
年
）
に
診
療
科

か
ら
講
座
に
昇
格
し
ま
し
た
の

で
講
座
開
設
20
周
年
記
念
講
演

会
・
記
念
式
典
を
開
催
し
区
切

り
を
つ
け
て
の
定
年
で
あ
り
ま

し
た
。
定
年
後
の
第
二
の
人
生

を
武
蔵
野
市
の
武
蔵
野
陽
和
会

病
院
（
西
窪
病
院
か
ら
名
称
変

更
）
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
し
い
職
場
は
武
蔵
野
市
役
所

の
隣
で
す
。
お
声
を
か
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。
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２
０
１
６
年
４
月
１
日
、
脳

神
経
外
科
は
、
外
科
学
教
室
か

ら
独
立
し
、
脳
神
経
外
科
学
教

室
と
し
て
歩
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
１
９
６
２
年
10
月
、
工

藤
達
之
先
生
が
、
脳
神
経
外
科

担
当
外
科
学
教
室
教
授
に
就
任

さ
れ
、
戸
谷
重
雄
教
授
、
河
瀬

斌
教
授
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
間
脳
神
経
外
科

は
、
外
科
学
教
室
の
１
診
療
科

と
し
て
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
、
私
が
河
瀬
教
授

の
後
を
引
き
継
が
せ
て
い
た
だ

い
た
と
き
に
も
、
私
の
在
任
中

は
、
脳
神
経
外
科
は
外
科
学
教

室
の
１
診
療
科
と
し
て
運
営
し

て
い
き
た
い
と
公
言
い
た
し
ま

し
た
。

　

２
０
０
４
年
に
新
臨
床
研

修
制
度
が
施
行
さ
れ
る
以
前

は
、
初
期
臨
床
研
修
医
は
外
科

学
教
室
に
所
属
、
一
般
・
消
化

器
外
科
、
心
臓
血
管
外
科
、
呼

吸
器
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
小

児
外
科
の
5
診
療
を
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
研
修
し
て
い
ま
し

た
。
脳
神
経
外
科
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
幅
広
い
知
識
、
経
験

を
有
す
る
医
師
を
育
て
る
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
か
け
が
え
の

な
い
利
点
が
あ
り
ま
し
た
。
一

方
、
専
門
医
制
度
を
み
て
み
ま

す
と
、
日
本
脳
神
経
外
科
学
会

の
専
門
医
制
度
は
、
１
９
６
６

年
に
発
足
し
ま
し
た
。
日
本

外
科
学
会
の
専
門
医
制
度
は

１
９
７
８
年
に
始
ま
り
ま
し

た
。
実
は
当
時
か
ら
、
両
学
会

の
専
門
医
制
度
に
は
、
全
く
接

点
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
脳

神
経
外
科
は
脳
神
経
外
科
学
会

の
傘
下
に
あ
り
、
他
の
4
診
療

科
は
、
外
科
学
会
の
所
属
で
し

た
。
脳
神
経
外
科
に
は
、
独
自

の
専
門
医
制
度
が
あ
り
、
一

般
・
消
化
器
外
科
、
心
臓
血
管

外
科
、
呼
吸
器
外
科
、
小
児

外
科
は
、
日
本
外
科
学
会
の

専
門
医
資
格
を
必
須
と
す
る
、

subspecialty

と
し
て
の
専
門

医
制
度
を
有
し
て
い
た
わ
け
で

す
。
学
会
、
専
門
医
制
度
の
観

点
か
ら
は
、
脳
神
経
外
科
と
他

の
外
科
４
診
療
科
と
の
接
点
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
慶
應

外
科
は
、
脳
神
経
外
科
を
含
む

大
教
室
制
を
取
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
研
修
医
時
代
に
、
5
診

療
科
の
研
修
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
大
き
な
利
点
が

あ
り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

平
成
16
年
の
新
臨
床
研
修
制
度

の
施
行
に
よ
り
、
初
期
臨
床
研

修
医
は
病
院
直
属
と
な
り
、
後

期
臨
床
研
修
か
ら
、
外
科
学
教

室
に
所
属
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
専
門
医
制

度
の
違
い
に
よ
り
、
後
期
臨
床

研
修
医
（
専
修
医
）
は
、
外
科

学
教
室
に
入
室
し
た
時
点
か

ら
、
脳
神
経
外
科
専
攻
医
と
外

科
学
会
の
専
門
制
度
の
専
攻
医

に
分
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
脳

神
経
外
科
と
他
の
4
診
療
科
と

の
接
点
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度
か
ら
始
ま
る
予

定
の
日
本
専
門
医
機
構
主
導
の

新
専
門
医
制
度
で
は
、
外
科
と

脳
神
経
外
科
は
、
と
も
に
基
本

的
診
療
科
と
い
う
位
置
づ
け
に

な
り
、
専
門
医
制
度
の
観
点
か

ら
も
同
格
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

教
室
運
営
に
お
き
ま
し
て
も
、

教
室
主
任
が
、
脳
神
経
外
科
教

授
で
あ
る
場
合
に
は
、
外
科
学

会
、
外
科
専
門
医
に
関
す
る
責

任
を
事
実
上
負
え
な
く
な
る
と

い
う
不
都
合
が
生
じ
て
参
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、

２
０
１
４
年
春
ご
ろ
に
は
、
私

は
、
脳
神
経
外
科
は
外
科
学
教

室
か
ら
独
立
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
当
時
、
私
は
外
科
学

教
室
主
任
を
拝
命
し
て
お
り

ま
し
た
。
ま
た
、
５
診
療
科

中
、
２
診
療
科
に
お
い
て
、
教

脳
神
経
外
科
学
教
室
独
立
に
つ
い
て

吉
田
　
一
成
（
59
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

脳
神
経
外
科
学
教
室
教
授

授
不
在
と
い
う
時
期
で
し
た
。

２
０
１
４
年
心
臓
血
管
外
科
志

水
秀
行
先
生
が
教
授
に
昇
進
、

同
10
月
に
は
呼
吸
器
外
科
淺
村

尚
生
教
授
が
着
任
さ
れ
ま
し

た
。
以
後
、約
１
年
を
か
け
て
、

外
科
５
教
授
で
慎
重
に
議
論
を

進
め
、
教
室
主
任
を
北
川
雄
光

教
授
に
引
き
継
い
だ
２
０
１
５

年
10
月
の
教
授
会
で
、
脳
神
経

外
科
の
教
室
と
し
て
の
独
立
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
講

義
、
試
験
な
ど
学
事
関
係
は
、

学
則
の
改
定
を
要
す
る
た
め
、

２
０
１
６
年
度
は
、
脳
神
経
外

科
は
、
外
科
の
中
で
講
義
、
試

験
を
行
い
ま
す
が
、
他
の
業
務

は
、
す
べ
て
独
立
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
見
方
を
変
え
ま

す
と
、
教
室
を
割
る
と
い
う
こ

と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
あ
る

程
度
の
波
風
が
立
つ
こ
と
は
、

覚
悟
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
外
科
学
教
室
、
刀

林
会
、
病
院
・
医
学
部
執
行
部

は
私
の
期
待
を
は
る
か
に
う
わ

ま
わ
っ
て
好
意
的
で
し
た
。
脳

神
経
外
科
学
教
室
を
代
表
い
た

し
ま
し
て
、
心
よ
り
深
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
脳
神
経
外
科
は
教

室
と
し
て
の
新
し
い
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
す
が
、
半
世
紀
以
上

に
わ
た
っ
て
、
外
科
学
教
室
の

一
員
と
し
て
築
き
上
げ
て
き
た

基
盤
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
言
う
こ
と
は
、
未
来
永
劫

変
わ
り
ま
せ
ん
。
２
０
２
０
年

に
は
、
外
科
学
教
室
１
０
０
周

年
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
の
時
に

は
、
１
０
０
年
の
歴
史
の
中

の
、
96
年
を
共
に
し
た
仲
間
と

し
て
、
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け

れ
ば
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
独
立

す
る
と
い
っ
て
も
大
き
く
変
わ

る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
は
、
外
科
学
教
室
と
は

兄
弟
分
と
し
て
慶
應
医
学
の
発

展
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
第
55
回
日
本
癌
治

療
学
会
会
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。
本
学
会
は
会
員
数

１
８
０
０
０
人
に
お
よ
ぶ
我
が

国
で
は
最
大
の
が
ん
関
連
学
術

団
体
で
、
が
ん
の
予
防
、
診
断
、

治
療
の
連
携
を
通
じ
て
が
ん
医

療
の
進
歩
普
及
に
貢
献
す
る
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
す
。
本
学

会
の
特
徴
は
領
域
横
断
的
か
つ

職
種
横
断
的
で
あ
り
、
が
ん
医

療
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
か
ら

啓
蒙
な
ど
に
幅
広
く
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

本
学
会
創
設
時
か
ら
、
故
石

川
七
郎
先
生
（
第
8
回
会
長
）

を
は
じ
め
刀
林
会
の
多
く
の
諸

先
輩
方
が
に
深
く
関
わ
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
阿
部
令
彦
先
生

が
会
長
と
し
て
第
28
回
総
会
を

主
催
さ
れ
、
現
在
名
誉
会
員
で

あ
ら
れ
る
掛
川
暉
夫
先
生
、
吉

野
馨
一
先
生
、幕
内
博
康
先
生
、

さ
ら
に
は
刀
林
会
Ｏ
Ｂ
の
多
く

の
功
労
会
員
の
先
生
方
の
御
尽

力
に
よ
り
、
本
学
会
は
目
覚
ま

し
い
発
展
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
と
く
に
故
久
保
田
哲
郎

先
生
は
本
学
会
の
た
め
に
獅
子

奮
迅
の
働
き
を
さ
れ
、
第
48
回

学
会
を
主
催
さ
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
楽
し
み
に
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
を
思
う
と
今
で

も
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
学
会
は
１
９
９
７
年
よ
り

理
事
長
職
が
設
け
ら
れ
、
北
島

政
樹
先
生
が
２
０
０
１
年
に
第

2
代
理
事
長
に
就
任
さ
れ
、
組

織
体
制
の
強
化
、
リ
ン
パ
節
規

約
の
刊
行
、ASCO

-JSCO

合

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど

多
大
な
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
本
年
か
ら
本
学
会

の
牽
引
役
と
し
て
第
6
代
理
事

長
に
北
川
雄
光
先
生
が
就
任
さ

れ
、
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
早
速
発
揮
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。
ま
た
現
在
の
理
事
に
は

刀
林
会
の
井
本
滋
先
生
を
は
じ

め
4
人
も
の
塾
員
が
北
川
理
事

長
を
支
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
本
学
会
と
刀
林
会
し

い
て
は
慶
應
義
塾
と
の
つ
な
が

第
55
回
　
日
本
癌
治
療
学
会
学
術
集
会

渡
邊
　
昌
彦
（
58
回
）

北
里
大
学
医
学
部

外
科
　
教
授り

は
極
め
て
密
な
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

私
の
学
会
デ
ヴ
ュ
ー
は

１
９
８
３
年
の
第
21
回
総
会
で

し
た
。
当
時
京
都
大
学
に
お
ら

れ
た
谷
川
允
彦
先
生
の
鋭
い
質

問
に
応
え
ら
れ
ず
、
私
が
壇
上

の
地
蔵
と
化
し
た
と
き
「
共
同

演
者
の
慶
大
外
科
の
久
保
田
で

す
が
」
と
い
う
声
に
救
わ
れ
た

こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
御
縁
で
久
保

田
先
生
と
谷
川
先
生
は
親
友
と

し
て
、
終
生
厚
い
友
情
を
交
わ

さ
れ
た
と
う
か
が
っ
て
お
り
ま

す
。
あ
れ
か
ら
34
年
後
、
信
じ

が
た
い
こ
と
に
、
地
蔵
の
私
が

伝
統
あ
る
日
本
癌
治
療
学
会
を

刀
林
会
員
と
し
て
27
年
振
り
に

主
催
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
当
に
諸

先
輩
の
御
導
き
と
、
刀
林
会
員

の
御
援
助
が
あ
り
ま
し
た
か
ら

こ
そ
で
あ
り
ま
す
。
第
55
回
日

本
癌
治
療
学
会
学
術
集
会
を
成

功
さ
せ
る
た
め
、
ど
う
か
会
員

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
御
支
援
の
ほ
ど
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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刀
林
会
の
先
生
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
呼
吸
器

外
科
診
療
に
、
多
大
な
ご
協
力

と
ご
理
解
を
賜
り
、
こ
の
場
を

お
借
り
致
し
ま
し
て
、
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
も
、
一
昨
年
の
教
授
就
任

以
来
、
あ
っ
と
い
う
間
に
1
年

半
が
経
過
致
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
来
年
、
２
０
１
７
年
10
月

に
肺
癌
関
係
の
2
つ
の
大
き
な

学
会
の
お
世
話
を
さ
せ
て
頂
く

こ
と
に
な
り
、
是
非
と
も
刀
林

会
諸
先
生
方
の
ご
理
解
、
ご
協

力
と
ご
支
援
を
賜
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

２
つ
の
学
会
と
申
し
ま
す

の
は
、
国
内
学
会
で
あ
る
第

58
回
日
本
肺
癌
学
会
学
術
集

会
（
日
本
肺
癌
学
会
）
と
、
国

際
学
会
で
あ
る
第
18
回
世
界
肺

癌
学
会
議The 18th W
orld 

Congress of Lung Cancer

（IA
SLC

, International 
Association for the Study 
of Lung Cancer

）
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
両
学
会
は
、
主

催
者
も
使
用
言
語
も
財
政
会
計

も
異
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
学

会
員
が
両
学
会
に
所
属
し
、
2

つ
の
学
会
が
ほ
ぼ
同
時
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の

会
員
の
参
加
を
可
能
に
し
て
参

加
者
増
を
期
待
し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
、
日
本
肺
癌
学
会
が

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
10
月

14
日
（
日
）
〜
15
日
（
月
）
の

2
日
間
、
世
界
肺
癌
会
議
は
こ

れ
に
引
き
続
い
て
10
月
15
日

（
日
）
〜
18
日
（
水
）
の
４
日

間
を
、
同
じ
神
奈
川
県
横
浜
市

の
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
す

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

肺
癌
と
い
う
単
一
臓
器
の
癌
を

中
心
に
国
内
外
の
中
心
的
学
会

が
こ
の
よ
う
な
タ
ン
デ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

は
、
両
学
会
の
歴
史
上
は
じ
め

て
の
こ
と
で
、
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

日
本
肺
癌
学
会
は
、
昭
和
35

年
（
１
９
６
０
年
）
に
発
足

し
た
肺
癌
研
究
会
か
ら
昭
和

41
年
（
１
９
６
６
年)

に
日
本

肺
癌
学
会
と
な
り
、
平
成
19

年
（
２
０
０
７
年
）
９
月
よ
り

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
肺

第
58
回
日
本
肺
癌
学
会
学
術
集
会
と

第
18
回
世
界
肺
癌
学
会
議

<The 18th W
orld Congress of Lung Cancer >

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
開
催
に
あ
た
っ
て

淺
村
　
尚
生
（
62
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
呼
吸
器
）
教
授

癌
学
会
と
形
態
を
か
え
、
現
在

で
は
会
員
７
５
０
０
名
余
を
有

す
る
組
織
へ
と
成
長
を
遂
げ
て

お
り
ま
す
。
単
一
臓
器
の
単
一

癌
を
対
象
と
す
る
学
会
と
し
て

は
、
極
め
て
規
模
も
大
き
く
、

集
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ

て
、
こ
の
難
治
癌
を
追
い
詰
め

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
過
去

に
お
い
て
は
、
刀
林
会
の
諸
先

輩
方
、
石
川
七
郎
先
生
（
第
9

回
）、
末
舛
恵
一
先
生
（
第
27

回
）、
小
林
紘
一
先
生
（
第
41

回
）、
な
ど
が
成
功
裏
に
会
長

職
を
お
つ
と
め
に
な
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

一
方
、
世
界
肺
癌
会
議

は
、
肺
癌
の
国
際
学
会
で
あ

るIASLC

が
毎
年
世
界
各
地

で
開
催
し
て
い
る
重
要
な
学
会

で
あ
り
、
こ
の
２
０
１
５
年
よ

り
毎
年
度
の
開
催
と
な
っ
て
い

ま
す
。
近
年
で
は
、
14
年
が
シ

ド
ニ
ー
、
15
年
が
デ
ン
バ
ー
、

16
年
が
ウ
ィ
ー
ン
で
、
横
浜
が

こ
れ
に
続
き
ま
す
。
刀
林
会
会

員
で
は
、
石
川
七
郎
先
生
が
第

3
回
の
会
議
を
東
京
で
主
催
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
学
会

も
急
速
に
規
模
内
容
と
も
に
大

き
く
な
り
、
近
年
で
は
、
毎
回

６
０
０
０
名
以
上
の
参
加
者
を

集
め
る
一
大
学
会
に
成
長
し
ま

し
た
。
私
は
、
過
去
にBoard 

D
irector

を
2
期
努
め
、
そ

の
な
か
で
地
道
に
招
致
活
動
を

展
開
し
、
最
終
的
に
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
と
の
決
選
投
票
と
な
り

ま
し
た
が
、
無
事
横
浜
に
決
着

し
た
と
い
う
経
緯
が
ご
ざ
い
ま

す
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
、

学
会
の
招
致
に
70
万
ド
ル
も
の

寄
付
を
す
る
と
言
う
こ
と
が
分

か
り
慌
て
ま
し
た
が
）。

　

２
つ
の
学
会
が
こ
の
よ
う
な

タ
ン
デ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
特
に
若
い
先
生
方
に
あ
り

ま
す
。
彼
ら
は
居
な
が
ら
に
し

て
、
国
際
学
会
に
も
、
国
内
学

会
に
も
発
表
、
聴
講
の
機
会
を

持
つ
こ
と
が
出
来
、
あ
る
い
は

将
来
の
留
学
先
と
な
る
先
生
方

と
知
己
を
得
る
と
言
う
こ
と
も

可
能
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
残
念

な
が
ら
、
こ
の
規
模
の
学
会
を

主
催
で
き
る
の
は
、
日
本
に
は

パ
シ
フ
ィ
コ
を
お
い
て
他
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
施
設
の
ほ

ぼ
全
て
を
動
員
し
て
開
催
を
す

る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
き
く
重
要
な

学
会
を
２
つ
も
担
当
致
し
ま
す

こ
と
は
、
大
変
な
重
圧
で
、
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
が
、

私
が
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
薫

陶
を
受
け
ま
し
た
「
石
川
ス

ク
ー
ル
」
の
学
問
と
精
神
が
、

国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
評
価

さ
れ
た
も
の
、
と
真
摯
に
受
け

止
め
、
責
任
を
果
た
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

経
済
情
勢
の
大
変
厳
し
い
現

今
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
刀
林

会
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
何
卒
ご
理
解
、
ご
援
助
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
何
卒

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

79
回
の
木
村
成
卓
で
す
、
大

変
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。

先
天
性
心
疾
患
手
術
を
学
ぶ

た
め
、
２
０
１
２
年
7
月
か

ら
米
国
ミ
シ
ガ
ン
州
に
あ
る

U
niversity of M

ichigan 
C.S. M

ott Children's H
os-

pital

で
臨
床
留
学
を
開
始
し
、

1
年
働
い
た
後
、
オ
ハ
イ
オ
州

のCincinnati Children's  
H

ospital M
edical Center

に
移
り
2
年
8
か
月
勤
務
し
た

の
ち
本
帰
国
、
本
年
4
月
よ
り

慶
應
義
塾
大
学
病
院
に
て
先
天

性
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
勤
務

を
開
始
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
数
多
く
の
新

生
児
手
術
、
小
児
の
心
・
肺

移
植
、
さ
ら
に
はSyncardia

やH
eartW

are

等
のVAD

植

え
込
み
な
ど
、
日
本
で
は
あ
ま

り
経
験
で
き
な
い
よ
う
な
貴
重

な
症
例
も
数
多
く
経
験
す
る
こ

と
が
で
き
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
手
術
手
技
も
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
そ
れ
と
同
等
か
そ
れ

留
学
記

木
村
　
成
卓
（
79
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
心
臓
血
管
）

以
上
に
複
雑
心
奇
形
に
対
す
る

治
療
戦
略
の
立
て
方
や
合
併
症

に
対
す
る
対
応
な
ど
こ
れ
ま
で

や
や
あ
や
ふ
や
で
あ
っ
た
基
本

的
な
部
分
を
し
っ
か
り
と
鍛
錬

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
今

後
診
療
を
続
け
て
い
く
に
当
た

り
貴
重
な
財
産
に
な
っ
た
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
山
羊

を
用
い
た
人
工
心
肺
を
用
い
た

動
物
実
験
や
人
工
心
臓
や
肺
移

植
に
関
す
る
臨
床
研
究
に
も
取

り
組
む
機
会
が
あ
り
、
現
地
に

留
学
報
告

留
学
報
告

お
け
る
研
究
環
境
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
今
後
生
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
は
、
終

始
英
語
で
苦
労
し
た
も
の
の
家

族
と
の
時
間
も
比
較
的
多
く
と

れ
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。
ミ

シ
ガ
ン
・
オ
ハ
イ
オ
と
い
っ
た

ア
メ
リ
カ
中
西
部
は
都
会
的
刺

激
に
は
や
や
乏
し
い
で
す
が
、

自
然
に
あ
ふ
れ
物
価
も
比
較
的

安
く
、
3
人
の
子
連
れ
で
あ
っ

た
私
達
に
は
ち
ょ
う
ど
良
か
っ

た
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

留
学
に
あ
た
り
四
津
先
生
、

埼
玉
医
大
加
藤
木
先
生
、
鈴
木

先
生
を
は
じ
め
数
多
く
の
先
生

方
に
お
世
話
に
な
り
、
大
変
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
志
水
教
授
の
も
と
、
慶

應
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
先

天
性
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
各
方
面
の
方
々
に
助
言

や
援
助
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
ご
指
導
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▲ Drs.Tweddell, Morales, Bryant との送別ディナー

▲ Fellow 卒業パーティーにて

▲手術室の風景
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２
０
１
５
年
10
月
3
日
か
ら

７
日
の
５
日
間
、
オ
ラ
ン
ダ
の

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
開
催
さ

れ
た
第
29
回EACTS 

（Euro-
pean A

ssociation for 
Cardio-Thoracic Surgery

）

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、

研
究
テ
ー
マ"H

eterotopic 
tra

n
sp

la
n

ta
tio

n
 o

f 
decellularized heart in 
a large anim

al m
odel"

の
口
演
発
表
でYoung 

Investigator Aw
ard

を
頂
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
、
世
界
各

国
の
研
究
者
達
が
最
新
の
心
臓

血
管
外
科
領
域
の
研
究
デ
ー
タ

を
披
露
す
る
同
会
に
お
け
る
今

回
の
受
賞
は
快
挙
で
あ
り
、
学

会
発
表
の
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
志
水
秀
行
教
授
、
直
接

ご
指
導
頂
い
た
諸
先
生
方
に
は

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私

は
２
０
１
１
年
に
外
科
学
（
心

臓
血
管
）
に
入
局
し
、
大
動
脈

疾
患
、
弁
膜
症
疾
患
、
先
天
性

心
疾
患
、
低
侵
襲
心
臓
血
管

手
術
な
ど
多
岐
に
渡
る
領
域

T
he 29th EA
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S A

nnual M
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 Y
oung Investigator A

w
ard 

受
賞

北
原
　
大
翔
（
87
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
心
臓
血
管
）

受
賞
報
告

〜
熱
い
気
持
ち
で
地
域
医
療
を

す
す
む
〜　

　

昨
年
12
月
に
藤
沢
市
湘
南
台

に
「
湘
南
藤
沢
心
臓
血
管
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
院
い
た
し

ま
し
た
。
今
ま
で
、
心
臓
血

管
外
科
医
、
救
急
医
、
国
境

な
き
医
師
団M

SF

（general 
surgeon

）
と
し
て
医
療
に
向

き
合
っ
て
き
ま
し
た
が
、
医
師

17
年
目
に
新
た
な
覚
悟
を
決
め

ま
し
た
。

　

勤
務
医
で
働
い
て
い
る
時
に

は
、
同
期
の
仲
間
が
そ
れ
ぞ
れ

の
道
で
活
躍
を
し
て
い
る
姿
を

誇
ら
し
く
、
そ
し
て
、
嬉
し
く

感
じ
な
が
ら
も
自
分
の
思
い
描

く
医
療
が
で
き
て
い
る
の
か
見

つ
め
直
す
こ
と
が
、
日
々
多

く
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。　

M
SF

の
派
遣
で
、
激
し
い
イ

エ
メ
ン
の
内
戦
地
か
ら
帰
国

し
、
日
本
で
の
生
活
に
安
心
を

感
じ
な
が
ら
、
何
度
も
「
こ
の

ま
ま
で
い
い
の
か
」
と
自
問
自

答
し
て
お
り
ま
し
た
。　

何
か

地
域
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て

い
た
私
は
、
個
人
的
に
、「
ス

安
西
　
兼
丈
（
77
回
相
当)

湘
南
藤
沢
心
臓
血
管
ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
ー
ル
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
を
構
想

し
、
将
来
の
あ

る
子
供
達
に
、

医
療
の
生
の
声

を
伝
え
よ
う
と

小
学
校
へ
訪

れ
、
今
ま
で
の

経
験
を
話
し
、

救
急
処
置
法
を

体
験
学
習
し
て

も
ら
お
う
と
活

動
し
始
め
て
い

ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
を
勤

務
医
と
し
て
続

け
る
に
は
、
周

囲
に
迷
惑
が
か

か
る
為
、
活
動

開 
業 

記

開 
業 

記

拠
点
に
な
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開

院
し
た
の
で
す
。　

ま
ず
、「
ク

レ
ドcredo

」
を
作
成
し
、
自

分
の
理
想
と
す
る
医
師
像
、
理

念
な
ど
を
思
い
描
き
な
が
ら
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
開
院
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
理
想
と
現
実
は
解
離

が
あ
り
、う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

閑
散
と
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
、

孤
独
と
不
安
ば
か
り
だ
っ
た
私

を
、
岩
尾
總
一
郎
先
生
が
訪
れ

て
く
だ
さ
り
、
励
ま
し
の
お
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。
岩
尾
先
生

か
ら
湘
南
藤
沢
記
念
病
院
開
設

説
準
備
を
さ
れ
て
い
る
松
本
純

夫
先
生
や
竹
下
利
夫
先
生
、
原

芳
邦
先
生
、
日
比
紀
文
先
生
、

重
田
洋
介
先
生
と
お
話
し
す
る

機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
開
院
さ

れ
て
い
る
諸
先
輩
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
は
、
孤
独
だ
っ
た
私
の

不
安
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ

り
、
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
い

つ
も
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
、
感
謝
ば
か
り
で

す
。

　

周
囲
の
方
々
の
暖
か
さ
に
触

れ
、
気
を
引
き
締
め
て
、
地
域

医
療
に
突
き
進
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

を
学
び
、
心
臓
血
管
外
科
の

基
礎
研
修
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
２
０
１
４
年
よ
り
、
岡
本

一
真
先
生
（
外
科
学
心
臓
血
管

78
回
）
の
指
導
の
も
と
心
臓
移

植
を
テ
ー
マ
に
本
研
究
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
重
症
心
不
全

に
対
す
る
現
行
の
最
終
的
な
治

療
法
は
心
臓
移
植
で
あ
り
ま
す

が
、
ド
ナ
ー
不
足
に
よ
る
移
植

待
機
期
間
の
延
長
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
研

究
テ
ー
マ
は
脱
細
胞
化
技
術
に

よ
り
生
体
組
織
の
鋳
型
を
作
成

し
、
細
胞
成
熟
の
足
場
と
す
る

こ
と
で
心
臓
の
臓
器
再
生
の
促

進
を
試
み
る
も
の
で
、
最
終
的

に
は
再
生
心
臓
に
よ
る
移
植
治

療
の
標
準
化
を
目
指
し
研
究
を

遂
行
し
て
お
り
ま
す
。
本
研
究

は
ユ
ニ
ー
ク
な
技
術
と
再
生
医

療
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
を
基
盤

に
、
心
臓
血
管
外
科
の
技
術
を

掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
実
現
化

し
た
非
常
に
独
創
的
か
つ
有
意

義
な
研
究
で
あ
り
ま
す
。
最
後

に
本
研
究
に
多
大
な
る
ご
協

力
・
ご
支
援
を
く
だ
さ
っ
た
北

川
雄
光
教
授
（
外
科
学
一
般
・

消
化
器　

65
回
）、
八
木
洋
先

生
（
外
科
学
一
般
・
消
化
器　

77
回
）
に
こ
の
場
を
借
り
て
謝

意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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浜
松
は
東
海
道
新
幹
線
で
東

京
か
ら
１
時
間
半
の
太
平
洋
に

面
し
た
気
候
温
暖
な
政
令
都
市

で
す
。
平
成
23
年
の
年
間
日
照

時
間
と
平
成
26
年
の
健
康
寿
命

は
全
国
で
最
も
長
い
都
市
と
な

り
、
そ
の
後
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。
浜
松

は
ホ
ン
ダ
、
ス
ズ
キ
の
自
動
車

産
業
や
ヤ
マ
ハ
の
楽
器
産
業
で

有
名
で
す
が
、
最
近
で
は
浜
松

ホ
ト
ニ
ク
ス
な
ど
の
研
究
開
発

型
企
業
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
浜
松
に
は
今
野
弘
之
先

生
が
学
長
を
さ
れ
て
い
る
浜
松

医
科
大
学
と
奥
田
康
一
先
生
が

浜
松
便
り

鈴
木
　
啓
一
郎
（（
58
回
）

す
ず
き
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
を
さ
れ
て
い
る
浜
松
赤
十

字
病
院
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の

刀
林
会
の
先
生
方
が
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
は
阪
口
周
吉

（
30
）、
住
山
正
男
（
32
）、
村

上
勝
（
44
）、安
藤
幸
史
（
45
）、

松
田
宏
一
（
46
）、
中
村
達

（
49
）、
小
谷
野
憲
一
（
51
）、

診
療
体
系
グ
ル
ー
プ
紹
介

診
療
体
系
グ
ル
ー
プ
紹
介

心
臓
血
管
外
科

志
水
　
秀
行
（
65
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
心
臓
血
管
） 

教
授

　

心
臓
血
管
外
科
は
、
２
０
１

６
年
4
月
か
ら
ス
タ
ッ
フ
6
名

（
志
水
秀
行
（
65
回
）、
饗
庭　

了（
61
回
）、吉
武
明
弘（
77
回
）、

岡
本
一
真
（
78
回
）、
山
﨑
真

敬（
78
回
）、木
村
成
卓（
79
回
））

に
よ
る
新
体
制
と
な
り
、
レ
ジ

デ
ン
ト
5
名
、
リ
サ
ー
チ
フ
ェ

ロ
ー
3
名
を
加
え
た
14
名
体
制

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
手
術
総
数
は
約

４
５
０
例
で
、
3
本
柱
で
あ
る

大
動
脈
疾
患
、後
天
性
心
疾
患
、

先
天
性
心
疾
患
を
各
ス
タ
ッ
フ

が
高
い
専
門
性
と
協
調
性
を

持
っ
て
診
療
に
従
事
し
、
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
症
例
数
と
良
好

な
治
療
成
績
を
達
成
し
て
い
ま

す
。

　

近
年
は
他
領
域
同
様
、
低
侵

襲
化
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、
諸
先

輩
方
の
努
力
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
高
い
技
術
レ
ベ
ル
を
さ
ら
に

飛
鋪
修
二
（
54
）、
今
野
弘
之

（
57
）、
奥
田
康
一
（
59
）、
西

脇
真
（
66
）、
松
田
純
一
（
75

相
当
）、
伊
藤
亮
（
82
）、
代
永

和
秀
（
83
）(

敬
称
略)

の
先

生
方
が
浜
松
に
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
残
念
な
が
ら
刀
林
会
や

三
四
会
の
集
ま
り
は
な
く
三
田

会
で
一
部
の
先
生
と
お
会
い
す

る
こ
と
が
で
き
る
状
況
で
す
。

浜
松
の
三
四
会
の
開
催
が
望
ま

れ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
す
が

未
だ
実
現
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

私
は
郷
里
の
浜
松
に
戻
り
医
院

を
開
業
し
て
10
年
に
な
り
ま
し

た
。
27
年
間
の
外
科
医
と
し
て

の
生
活
か
ら
内
科
を
中
心
と
す

る
外
来
診
療
に
変
わ
り
生
活
の

変
化
は
予
想
以
上
で
し
た
。
現

在
は
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
時

の
様
に
手
術
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
地
域
住
民
の
健
康
と
幸
福

の
た
め
に
健
康
全
般
の
こ
と
を

相
談
さ
れ
る
よ
う
な
、
何
で
も

無
い
（
内
）
科
医
を
実
践
し
、

開
業
医
と
し
て
地
域
の
中
に
生

き
、
住
民
の
中
に
溶
け
込
む
よ

う
な
医
療
が
で
き
る
こ
と
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
浜
松
は
来
年
1
月
か
ら

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
お
ん

な
城
主　

直
虎
」
で
盛
り
上

が
っ
て
お
り
ま
す
。
井
伊
家
は

井
伊
直
弼
大
老
が
有
名
で
す

が
、
戦
国
時
代
に
は
現
在
の
浜

松
市
北
区
井
伊
谷
を
本
拠
地
と

し
て
い
ま
し
た
。
井
伊
直
虎
は

女
性
で
あ
り
な
が
ら
井
伊
家
の

当
主
を
務
め
、
優
れ
た
政
治
手

腕
に
よ
っ
て
一
族
断
絶
の
危
機

を
救
っ
た
人
物
で
す
。「
お
ん

な
城
主　

直
虎
」
を
見
て
皆
様

の
激
務
の
疲
れ
が
癒
さ
れ
る
こ

と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

発
展
さ
せ
、
慶
應
は
低
侵
襲
治

療
分
野
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
大
動
脈

領
域
で
は
、
得
意
と
す
る
オ
ー

プ
ン
手
術
に
、
ス
テ
ン
ト
グ
ラ

フ
ト
治
療
、
こ
れ
ら
を
組
み
合

わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
を

加
え
、
新
た
な
治
療
体
系
を
確

立
し
ま
し
た
。
弁
膜
症
領
域
で

は
、
既
に
世
界
有
数
の
症
例
数

と
治
療
成
績
を
誇
る
低
侵
襲
心

臓
手
術
（M

ICS

）の
更
な
る
適

応
拡
大
と
質
の
向
上
を
図
り
、

さ
ら
に
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
と
の

共
存
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

冠
疾
患
、
先
天
性
分
野
で
も
症

例
数
の
増
加
、
治
療
成
績
の
向

上
と
と
も
に
、
低
侵
襲
治
療
の

導
入
を
図
る
所
存
で
す
。

　

基
礎
研
究
で
は
、
循
環
器
内

科
と
の
共
同
で
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
移

植
モ
デ
ル
や
大
動
脈
解
離
モ
デ

ル
の
作
成
、
一
般
・
消
化
器
外

科
の
北
川
先
生
・
八
木
先
生
の

御
指
導
で
脱
細
胞
化
技
術
を
用

い
た
左
室
補
助
人
工
心
臓
の
作

成
な
ど
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
成

果
を
世
界
に
発
信
し
て
い
ま

す
。

　

教
育
面
で
は
、W

et Lab

の
定
期
開
催
な
ど
、
若
手
が
手

術
手
技
を
学
ぶ
機
会
を
増
や
す

努
力
を
し
て
い
ま
す
。
新
専
門

医
制
度
で
は
、
血
管
班
、
関
連

施
設
と
し
っ
か
り
と
協
力
し
て

慶
應
外
科
学
教
室
の
特
徴
を
生

か
し
た
最
高
の
教
育
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
将
来
を
託
せ
る
優

れ
た
心
臓
血
管
外
科
医
を
育
成

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
強
化
さ

れ
た
心
臓
血
管
外
科
は
全
員
体

制
で
臨
床
、
研
究
、
教
育
に
注

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

近
況
報
告

近
況
報
告

79
回
生

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
（
心
臓
血
管
）

木
村
　
成
卓

　

79
回
の
木
村
成
卓
で
す
。
先

天
性
心
疾
患
の
心
臓
血
管
外
科

を
専
門
と
し
、
本
年
の
2
月
に

ア
メ
リ
カ
で
の
約
4
年
間
の
臨

床
留
学
を
終
え
帰
国
し
ま
し

た
。
4
月
よ
り
慶
應
義
塾
大
学

病
院
へ
帰
室
し
、
志
水
教
授
の

も
と
先
天
性
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
子
供
た
ち
の
心
臓
を
日
々

治
療
し
て
お
り
ま
す
。
し
ば
ら

く
ぶ
り
に
日
本
に
戻
り
環
境
の

変
化
に
戸
惑
う
日
々
で
す
が
、

慶
應
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
に

日
本
を
代
表
す
る
先
天
性
チ
ー

ム
を
作
る
こ
と
が
今
の
目
標
で

す
。

岩
手
医
科
大
学
　
外
科

高
原
　
武
志

現
在
、
岩
手
医
科
大
学
外
科
学

教
室
に
勤
務
し
て
い
ま
す
79
回

高
原
武
志
と
申
し
ま
す
。
ポ
ス

ト
チ
ー
フ
出
張
に
て
公
立
福
生

病
院
で
1
年
勤
務
し
た
の
ち
、

２
０
０
７
年
7
月
よ
り
岩
手
医

科
大
学
外
科
肝
胆
膵
グ
ル
ー
プ

に
所
属
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
に
、
肝
胆
膵
外
科
学
会
高
度

技
能
医
所
得
を
は
じ
め
、
様
々

な
資
格
を
取
る
こ
と
が
で
き
、

肝
移
植
に
関
し
て
も
生
体
肝
移

植
を
62
例
、
脳
死
肝
移
植
を
6

例
主
導
的
な
立
場
で
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
恵
ま
れ
た
環
境
を
作
っ
て

い
た
だ
い
た
、
北
島
、
北
川
両

教
授
に
感
謝
し
、
さ
ら
に
精
進

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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追

　悼

追

　悼

故 

田
中
勧
君
を
偲
ん
で

　

か
け
が
え
の
な
い
友
人
、
外

科
の
刀
友
に
し
て
三
色
の
オ
ー

ル
で
一
緒
に
漕
い
だ
艇
友
を
、

昨
年
12
月
6
日
19
時
59
分
に
天

国
に
送
っ
た
。

　

心
に
穴
の
開
い
た
寂
寥
と
哀

し
み
を
込
め
て
、
刀
林
会
か
ら

の
ご
要
望
に
応
え
年
明
け
の

三
四
会
新
聞
に
記
載
し
た
拙
文

に
手
を
加
え
、
私
の
ア
ル
バ
ム

よ
り
数
葉
の
写
真
を
ご
覧
に
入

れ
田
中
勧
君
の
追
悼
と
し
た

い
。

　

12
月
7
日
朝
に
田
中
君
の
夫

人
真
知
子
先
生（
38
回
精
神
科
）

か
ら
青
天
の
霹
靂
の
出
来
事
が

伝
え
ら
れ
た
。
前
日
6
日
19
時

59
分
、
田
中
君
は
横
断
歩
道
を

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
良
く
横
断
中
、

ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
に
突
き
当

ら
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
天
国

比
企
　
能
樹
（
37
回
）

慶
應
連
合
三
田
会
会
長
、

三
田
漕
艇
倶
楽
部

へ
召
さ
れ
た
と
言
う
。

　

田
中
君
は
慶
應
義
塾
高
校
か

ら
医
学
部
に
進
学
し
、
38
回

（
Ｓ
34
年
）
卒
業
と
同
時
に
外

科
に
入
局
、
１
９
６
５
年
か
ら

68
年
に
か
け
米
国
ミ
シ
ガ
ン
州

立
ウ
ェ
イ
ン
大
学
外
科
、
ミ
ネ

ソ
タ
州
立
大
学
外
科
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
コ
ー
ネ
ル
大
学
外
科

へ
留
学
、
帰
国
と
共
に
塾
医
学

部
循
環
器
外
科
講
師
と
し
て
研

鑽
、
１
９
７
８
年
よ
り
防
衛
医

科
大
学
に
着
任
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
教
授
職
や
各
部
長
職
な
ど

数
々
の
要
職
を
２
０
０
１
年
定

年
退
職
ま
で
立
派
に
勤
め
ら

れ
、
且
つ
日
本
外
科
学
会
、
日

本
血
管
外
科
学
会
、
日
本
胸
部

外
科
学
会
、
日
本
呼
吸
器
外
科

学
会
等
数
多
く
の
学
会
に
お
い

て
も
活
躍
、
名
誉
教
授
と
し
て

後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
て
こ
ら

れ
た
。
退
職
後
任
さ
れ
た
病
院

で
懸
命
に
医
療
の
為
に
献
身
さ

れ
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。

　

田
中
君
は
塾
高
時
代
か
ら
の

塾
體
育
會
空
手
部
に
入
部
し
た

有
段
の
猛
者
で
、
一
見
華
奢
だ

が
隆
々
と
盛
り
上
が
っ
た
筋
肉

の
身
体
の
中
に
、
情
熱
が
沸
々

と
滾
っ
て
い
た(

写
真
―
１)

。

真
面
目
で
感
情
を
抑
制
し
た
寡

黙
で
柔
和
な
笑
顔
は
、
人
を
信

頼
に
導
い
た
。　
　
　

　

医
学
部
に
入
る
と
端
艇
部
に

入
部
し
力
強
い
オ
ー
ル
を
引
い

て
塾
體
育
會
端
艇
部
に
ヘ
ッ
ド

ハ
ン
ト
さ
れ
た
。
そ
し
て
ボ
ー

ト
仲
間
で
は
田
中
君
で
も
勧
君

で
も
な
く
「
キ
ン
さ
ん
」
と
言

わ
れ
た
。
後
年
「
僕
の
名
前
は

勧
（
カ
ン
）
と
い
う
字
な
ん
だ

け
ど
…
」
と
本
人
が
呟
く
の
を

聞
い
た
が
、
仲
間
内
で
勧
も
勤

も
同
じ
に
見
え
キ
ン
さ
ん
と

な
っ
た
よ
う
だ
。

　

キ
ン
さ
ん
は
１
９
５
７
年
の

Ｗ
Ｋ
レ
ガ
ッ
タ
で
メ
ル
ボ
ル
ン

五
輪
メ
ン
バ
ー
を
含
む
最
強
の

慶
大
エ
イ
ト
ク
ル
ー
の
2
番
漕

追

　悼

追

　悼

故 

牛
島
康
榮
先
生
を
偲
ん
で

　

前
国
立
病
院
機
構
埼
玉
病
院

長
牛
島
康
榮
先
生
が
去
る
平
成

28
年
1
月
24
日
急
逝
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
12
月
中
旬
目
白
大
学

看
護
学
部
で
学
生
に
講
義
さ
れ

て
い
る
最
中
、
突
然
気
分
不
快

感
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
す
ぐ

に
緊
急
搬
送
さ
れ
、
大
動
脈
解

離
の
診
断
で
当
日
緊
急
手
術
と

な
り
ま
し
た
。
手
術
前
緊
迫
し

た
中
で
も
、
ご
家
族
を
安
心
さ

せ
る
た
め
か
「
何
や
ら
大
変
そ

う
だ
ね
」
と
お
話
し
な
さ
れ
、

あ
わ
て
た
様
子
は
一
切
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
手
術
後
容
態
は

一
進
一
退
を
繰
り
返
し
、
合
併

症
を
併
発
し
た
こ
と
も
あ
り
何

度
か
再
手
術
を
行
い
一
ヶ
月
以

上
の
壮
絶
な
闘
病
生
活
後
、
残

念
な
が
ら
そ
の
生
涯
を
閉
じ
ら

れ
ま
し
た
。
定
年
退
官
後
も
目

白
大
学
看
護
学
部
と
の
関
連
で

埼
玉
病
院
に
も
時
々
来
ら
れ
、

お
元
気
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
姿

を
目
に
し

て
い
ま
し

た
の
で
、

突
然
の
訃

報
に
、
病

院
職
員
一

同
深
い
悲

し
み
に
包

ま
れ
ま
し

た
。
私
は

埼
玉
病
院

に
赴
任
以

来
公
私
に

渡
り
先
生

に
ご
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
そ

れ
こ
そ
電
気
メ
ス
の
使
い
方
か

ら
、
患
者
さ
ん
へ
の
接
し
方
等

外
科
の
「
い
ろ
は
」
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
外
科
学
の

み
な
ら
ず
、
時
に
は
先
生
の
造

詣
の
深
い
ワ
イ
ン
片
手
に
、
若

い
先
生
方
と
伴
に
夜
遅
く
ま
で

ご
一
緒
い
た
だ
い
た
事
も
あ
り

ま
し
た
。

　

先
生
は
熊
本
県
出
身
で
あ
り

熊
本
の
こ
と
を
よ
く
懐
か
し
く

お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現

在
熊
本
は
地
震
後
大
変
な
時
期

で
す
が
、
も
し
先
生
が
ご
存
命

な
ら
す
ぐ
に
で
も
医
療
班
を
組

織
し
熊
本
に
駆
け
つ
け
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

先
生
は
平
成
14
年
病
院
長
就
任

後
、
持
ち
前
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
さ
れ
、
新
病
院
を
建

設
す
る
こ
と
に
力
を
注
が
れ
ま

し
た
。
ま
た
理
想
的
な
医
療
・

介
護
・
教
育
の
連
携
発
信
基
地

原
　
彰
男
（
60
回
）

国
立
病
院
機
構 

埼
玉
病
院

副
院
長

手
に
選
ば
れ
る
ほ
ど
力
が
あ
っ

た(

写
真
―
２)

。
そ
の
日
の

隅
田
川
は
風
雨
で
大
荒
れ
の

レ
ー
ス
と
な
り
、
慶
大
は
大
差

を
つ
け
飛
び
出
し
た
が
、
や
が

て
波
を
被
っ
て
浸
水
し
、
な
お

も
8
人
は
必
死
で
漕
い
だ
。
慶

大
は
終
に
コ
ー
ス
半
ば
過
ぎ
で

沈
没
し
、
早
大
は
4
人
が
用
意

し
た
お
椀
で
水
を
掻
い
出
し
な

が
ら
後
の
4
人
で
漕
い
で
ゴ
ー

ル
イ
ン
し
た
。
早
大
か
ら
再
試

合
を
と
申
し
入
れ
が
あ
っ
た

が
、
慶
大
は
ゴ
ー
ル
し
た
早
大

が
勝
ち
と
主
張
し
て
こ
の
年
は

早
大
勝
利
と
記
録
さ
れ
た
。
奇

し
く
も
キ
ン
さ
ん
召
天
の
翌
年

で
あ
る
今
年
、
Ｗ
Ｋ
レ
ガ
ッ
タ

は
同
じ
隅
田
川
が
大
荒
れ
の
日

に
行
わ
れ
、
波
が
被
っ
た
早
大

が
沈
没
、
慶
大
が
完
漕
し
て

２
０
１
６
年
の
慶
大
勝
利
を
記

録
し
た
。

　

キ
ン
さ
ん
は
ボ
ー
ト
が
大
好

き
で
退
職
後
Ｏ
Ｂ
ク
ル
ー
で
参

加
し
た
世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
レ

ガ
ッ
タ
出
漕
の
常
連
と
な
っ

た(

写
真
―
３
、４)

。
昨
年
は

豪
州
大
会
で
80
歳
現
役
漕
手
の

表
彰
を
受
け
、
得
意
満
面
で
重

い
メ
ダ
ル
を
首
に
漕
艇
コ
ー
ス

で
例
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
立
っ

た
。

　

む
か
し
戸
田
の
艇
庫
に
東
宝

映
画
の
ロ
ケ
隊
が
き
た
が
、「
主

役
よ
り
キ
ン
さ
ん
の
方
が
遥
か

に
よ
い
男
」
と
ボ
ー
ト
関
係
者

一
同
納
得
し
た
。
注
目
の
イ
ケ

メ
ン
・
キ
ン
さ
ん
は
女
子
高
か

ら
最
優
秀
の
成
績
を
誇
る
同
期

生
注
目
の
才
色
兼
備
マ
ド
ン
ナ

岩
田
麻
知
子
君（
38
回
精
神
科
）

と
結
婚
し
3
人
の
お
子
さ
ん
が

育
っ
た
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
営
ま
れ

た
キ
ン
さ
ん
の
葬
儀
で
ご
家
族

の
立
た
れ
る
中
、
1
千
近
く
も

の
人
々
が
彼
を
悼
ん
で
「
若
き

血
」
を
低
く
歌
い
天
国
へ
見

送
っ
た
。

▲写真１−中段向って右端、医学部ボート部に
入部した頃。後列右から３人目比企

▲写真２− 2009 年早慶戦応援、
メルボルンクルー原正雄君と

▲写真３− 2012 年世界マスターズレガッタ、
ドイツ、デュイスブルグにて、
右から 3 人目の漕手が田中君

▲写真４− WK 合同８０歳クルー力漕の後、
打ち上げでご機嫌

▲平成 28 年 1 月 24 日
瑞宝章中綬章従四位を叙勲されました。

と
し
て
病
院
敷
地
内
に
介
護
施

設
と
看
護
大
学
の
誘
致
を
行
う

「
さ
い
た
ま
保
健
医
療
村
」
構

想
を
唱
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
向
け
職
員
一
同
を
叱
咤
激
励

さ
れ
つ
い
に
平
成
22
年
1
月
4

日
に
念
願
の
新
病
院
が
開
院
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
院
長
職
忙

し
い
中
、
対
外
的
に
も
厚
生
労

働
省
医
道
審
議
会
委
員
、
病
院

機
構
病
院
長
会
会
長
、
埼
玉
県

外
科
医
会
副
会
長
な
ど
な
ど
の

要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
定

年
退
官
さ
れ
て
か
ら
も
目
白
大

学
副
学
長
と
し
て
埼
玉
病
院
の

行
く
末
を
い
つ
も
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
牛

島
先
生
長
い
間
埼
玉
病
院
を
見

守
っ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
さ

い
た
ま
保
健
医
療
村
」
完
成
に

向
け
て
さ
ら
に
病
院
を
発
展
さ

せ
て
行
き
ま
す
。
先
生
安
ら
か

に
お
や
す
み
く
だ
さ
い
。
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慶
應
病
院 

外
来 

外
科
担
当
表

開

　業

開

　業

初
診
外
来
（
午
前
） 

 

　

一
般
・
消
化
器
外
科

月　
　

◎
北
川
雄
光

火　
　
　

篠
田
昌
宏

水　
　
　

板
野　

理

木　
　
　

尾
原
秀
明

金　
　

○
長
谷
川
博
俊

土　
　
　

竹
内
裕
也

　

小
児
外
科

月　
　

◎
黒
田
達
夫

火　
　
　

下
島
直
樹

水　
　

○
星
野　

健

木　
　
　

渕
本
康
史

金　
　
　

山
田
洋
平

土　
　
　

下
島
直
樹

　
　
　
　

藤
野
明
浩

　

心
臓
血
管
外
科

月　
　
　

吉
武
明
弘

火　
　
　

岡
本
一
真

水　
　

○
饗
庭　

了

木　
　

◎
志
水
秀
行

金　
　
　

山
﨑
真
敬

土　
　
　

木
村
成
卓

　

呼
吸
器
外
科

月　
　

○
大
塚　

崇

火　
　

◎
淺
村
尚
生

　
　
　
　

政
井
恭
兵

水　
　
　

加
勢
田
馨

木　
　
　

神
山
育
男

金　
　

◎
淺
村
尚
生

土 （
第
２・４
）　

木
下
智
成

　

脳
神
経
外
科

月　
　
　

大
平
貴
之

火　
　
　

佐
々
木
光

　
　
（
第
１・３・５
）  

三
輪　

点

　

  （
第
２・４
）　　

高
橋
里
史

水　
　

○
戸
田
正
博

木　
　

◎
吉
田
一
成

金
（
第
１・３・５
）  

秋
山
武
紀

　

  （
第
２・４
）　　

三
輪　

点

　
　
　
　

堀
口　

崇

土　
　
　

秋
山
武
紀

　
　
　
　

高
橋
里
史

◎
印 

診
療
部
長

○
印 

診
療
副
部
長 

 

特
殊
外
来
（
午
前
）

月 

食
道
・
胃　
川
久
保
博
文

　

乳
腺　
　

坂
田
道
生

　

血
管
外
科 

松
原
健
太
郎

火 

肝
胆
膵
・
移
植　

篠
田
昌
宏

　

血
管 　
　

尾
原
秀
明

　

腸　
　
　

長
谷
川
博
俊

水 
乳
腺 　
　

高
橋
麻
衣
子

　
　
　
　

関　

朋
子

　

肝
胆
膵
・
移
植　

八
木　

洋

　
　
　
　

板
野　

理

　

呼
吸
器　

渡
辺
真
純

　

小
児
移
植 

星
野　

健

　
　
　
　

山
田
洋
平

木 

血
管 　
　

尾
原
秀
明

　
　
　
　

松
原
健
太
郎

　

乳
腺　
　

林
田　

哲

　
　
　
　

関　

朋
子

　

肝
胆
膵
・
移
植　

阿
部
雄
太

金
腸　
　
　

岡
林
剛
史

　
　
　
　

鶴
田
雅
士

　
　
　
　

長
谷
川
博
俊

　

肝
胆
膵
・
移
植　

篠
田
昌
宏

土
食
道
・
胃  

竹
内
裕
也

特
殊
外
来
（
午
後
） 

月 

肝
胆
膵
・
移
植　

北
郷　

実

　

食
道
・
胃  

竹
内
裕
也

　
　
　
　

須
田
康
一

　

ヘ
ル
ニ
ア 

和
田
則
仁

　

呼
吸
器　

大
塚　

崇

　

機
能
疾
患
パ
ー
キ
ソ
ン
病
（
月
１
回
）

　
　
　
　

大
平
貴
之

火 

肝
胆
膵
・
移
植　

日
比
泰
造

　

食
道
・
胃  

和
田
則
仁

　
　
　
　

中
村
理
恵
子

　

内
視
鏡（
第
１
・３
）

　
　
　
　

古
川
俊
治

　

呼
吸
器　

政
井
恭
兵

　

心
臓　
　

岡
本
一
真

水 

乳
腺 　
　

林
田　

哲

　
　
　
　

高
橋
麻
衣
子

　

呼
吸
器　

加
勢
田
馨

　

免
疫
療
法
（
第
３
）

　
　
　
　

戸
田
正
博

　

脳
腫
瘍
補
助
療
法
Ⅱ 

　

　
　
　
　

佐
々
木
光

　

小
児
移
植  

星
野　

健

木 

乳
腺 　
　

高
橋
麻
衣
子

　

血
管
外
科 

尾
原
秀
明

　
　
　
　

松
原
健
太
郎

　

呼
吸
器
漏
斗
胸　

神
山
育
夫

　

小
児
移
植  

山
田
洋
平

　

脳
・
定
位
放
射
線
（
第
１
）

　
　
　
　

小
林
正
人

金
腸　
　
　

鶴
田
雅
士

　
　
　
　

岡
林
剛
史

　

機
能
疾
患
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病（
月
１
回
） 

　
　
　
　

大
平
貴
之

　

脳
血
管
障
害 

堀
口　

崇

　

脳
神
経
（
第
１
・３
・５
）

　
　
　
　

秋
山
武
紀

編
集
委
員

編
集
後
記

●
斉
藤　

敏
明
君
（
32
回
）

　
　

 　

平
成
27
年
９
月
24
日

●
山
田　

雅
宏
君
（
34
回
）

　
　

 　

平
成
27
年
11
月
4
日

●
鴇
田　

典
夫
君（
48
回
相
当
）

　
　

 　

平
成
27
年
12
月
４
日

●
三
角　

和
夫
君（
35
回
相
当
）

　
　

 　

平
成
28
年
１
月
１
日

●
牛
島　

康
榮
君
（
48
回
）

　
　

 　

平
成
28
年
１
月
24
日

●
大
井　

博
之
君
（
36
回
）

　
　

 　

平
成
28
年
３
月
10
日

●
和
爾　

隆
政
君
（
30
回
）

　
　

 　

平
成
28
年
3
月
13
日

●
水
上　

公
宏
君
（
43
回
）

　
　

 　

平
成
28
年
５
月
９
日

　

Social capital

と
い
う
言

葉
を
ア
メ
リ
カ
で
社
会
学
を
教

え
る
知
人
か
ら
教
え
て
も
ら
っ

●
林　

忍
君
（
72
回
）

　

横
浜
血
管
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

 　

平
成
28
年
２
月
２
日

●
高
橋　

常
浩
君
（
78
回
）

　

橋
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク（
継
承
）

　
　

 　

平
成
28
年
４
月
１
日

●
石
森　

久
嗣
君（
73
回
相
当
）

　

都
立
大
石
森
脳
神
経
外
科

　
　

 　

平
成
28
年
４
月
４
日

●
山
田　

素
行
君
（
73
回
）

　

大
塚
山
田
脳
神
経
外
科

　
　

 　

平
成
28
年
５
月
６
日

●
鈴
木　

文
雄
君（
62
回
相
当
）

　

富
士
見
台
す
ず
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

 　

平
成
28
年
５
月
10
日

委
員
長　

小
澤　

壯
治

委　

員　

佐
藤　

周
三

　
　
　
　

磯
部　

陽

　
　
　
　

川
村　

雅
文

　
　
　
　

古
梶　

清
和

　
　
　
　

藤
野　

明
浩

　
　
　
　

大
塚　

崇

　
　
　
　

下
島　

直
樹

　
　
　
　

秋
山　

武
紀

　
　
　
　

吉
武　

明
弘

　
　
　
　

鶴
田　

雅
士

刀林会事務局よりお知らせ

メールアドレスの登録をお願いいたします。
変更になった場合もお知らせください。

tourin-h@keio.jp（お名前、回生をお願いします）

　

刀
林
賞
は
、
刀
林
会
の
以
下
の
優
れ
た
業
績

に
対
し
て
授
与
さ
れ
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
臨
床
的
研
究

二
、
臨
床
上
、
有
用
な
基
礎
的
研
究

三
、
医
学
上
の
社
会
活
動
に
関
す
る
研
究

四
、
本
会
の
発
展
に
著
し
く
貢
献
し
た
と
考
え

ら
れ
る
業
績

刀
林
会
刀
林
賞

　

毎
年
1
編
以
内　
　

副
賞
：
50
万
円

刀
林
会
奨
励
賞

　

毎
年
2
編
以
内　
　

副
賞
：
10
万
円

応
募
資
格

一
、
査
読
シ
ス
テ
ム
の
あ
る
医
学
雑
誌
に
、
当

該
選
考
年
の
11
月
30
日
ま
で
の
直
近
2
年

間
に
、
掲
載
又
は
掲
載
確
定
と
な
っ
た
学

術
論
文
の
筆
頭
著
者

二
、
刀
林
賞
受
賞
歴
の
な
い
者

三
、
刀
林
会
会
費
完
納
者

刀
林
賞
募
集

　

た
だ
し
、
医
学
上
の
社
会
活
動
に
関
す

る
研
究
、
本
会
の
発
展
に
著
し
く
貢
献
し

た
と
考
え
ら
れ
る
業
績
に
関
し
て
は
、
応

募
資
格
一
、二
の
限
り
で
は
な
い
。

応
募
方
法

一
、
毎
年
7
月
1
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

の
間
に
、
応
募
用
紙
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）
を
用
い
て
応
募
す
る
。

二
、
前
項
記
載
の
応
募
用
紙
は
、
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
記
載
の
も
の
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
用
い
る
。

三
、
応
募
者
の
指
導
者
な
い
し
、
指
導
教

授
1
名
の
推
薦
状
（
書
式
：
応
募
用

紙
中
）
を
要
す
る
。

　

受
賞
者
は
、
6
月
の
総
会
に
て
表
彰
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
刀
林
新
聞
に
論
文
の
概

要
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

選
考
方
法
な
ど
は
、
刀
林
賞
規
則
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。
刀
林
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ご
質
問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
外
科
同

窓
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（tourin-h@
keio.jp

）　  　
　

以
上

開業についてのお知らせ
開業の際は、同窓会へご連絡をお願いいたします。

記念に刀林会より盾を進呈いたします。
よろしくお願いします。

<刀林会　事務局>
〒160-8582　新宿区信濃町３５
慶応義塾大学医学部外科同窓会事務局

TEL：03-5363-3800 FAX：03-3359-9130
tourin-h@keio.jp

た
。
直
訳
す
れ
ば
社
会
資
本
だ

が
、意
味
と
し
て
は「
人
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
と
の
こ
と
。
近
年

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
急
速
に
広
が
っ
て
い

る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
広
さ
は
あ
る

が
深
さ
は
無
い
と
感
じ
る
。
刀

林
会
新
聞
編
集
会
議
に
参
加
し

思
う
の
は
、
刀
林
会
は
と
て
も

solid

で
深
いsocial capital

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Ｔ
．
Ｏ


